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大学における教育メディアの有効利用に向けて

あいさつ

樋口先生から身に余るご紹介をいただきまし

た。まことにありがとうございます。恐縮しミた

しております。

在、がペスタロッチ祭でお時間いただくなど大

変借越ですが，不完全な表現でしかできなくと

もお話ししておきたいことがあり，経験に基づ

く考えをお話しすればご意見をたまわれること

もあるかと患いましてお話しさせていただきま

す。

本自のテーマは「大学における教育メディア

の有効利用に向けてjというふうに致しました。

最近書きました論文の部分を抜粋して繋げて，

推鼓したものです。 3項目に分けさせていただ

きました。 1つは(1)筑波大学教育機器センタ

-Educational Media Center (EMC)の活動に

参加した経験。そして，センターあるいは教育

学系，研究科での， (2)研究プロジェクトにお

いて教育メディアのシステムを構成してその運

用を担当した経験。それから，出身が物理学だ

ったもので， (3)物理教育の経験。

ということでその3点でございます。

教育効果における教育機器の位置づけ

これは前提的なもので，唐突に関こえるかも

しれませんが，お話ししたいと思います。大学

の授業で一定期間にどんな教育効果が生まれる

か，そういうものを式に表してみようと思った

のです。

一定期間に大学一般教室で生まれる教育効果

量=教員の教育活動量×教育内容メッセージ×
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教育機器と教室設備による伝達×教室設備によ

る教育環境×学習者の活動量

1番iヨは教員の教育活動量と書きました。こ

れは，学識と教授技能による授業，それから対

話をすること o 2番自にそれをどういうメッセ

ージに表現しておられるか。テキストに響かれ

たり，配布資料を配られたり，静止画像を見せ

られたり，動画を見せられたりと，そういうメ

ッセージの表現です。次に 3番自ですが教育

機器と教室施設による伝達と作用です。何か映

像を写すとしますと音くないと見えないこと

もあります。放送室のような環境も必要ですし，

気持よく勉強してもらうには空調といったもの

も必要だと思いますので， 4番目に書いであり

ます。学習者の方で，意欲を持って知的な好奇i

心を持って，また学習する能力も持って参加し

てくださらないといけないので，それも 5番目

に挙げてあります。

掛け算にしたのは，全てが機能しないと教育

効果が生まれないという考えです。もちろん，

この l番冒とか5番iヨが一番重要なのですけれ

ども， I伝達するjというところで教育機器も必
須な部分だろうと思いまして，これを 3番目と

して挙げています。

(1)教青機器センターでの経験

教育機器センターの歴史

まず，教育機器センターの歴史です。これは

1975年に開設されたのですが，足立武教授が初

代のセンター長をなさいました。足立先生は長

く民間で研究をなさっていたのですが，大学の

設立に色々貢献された方です。渡透光雄先生は，

皆様方がよくご存知だと患いますが，今ご紹介
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くださいました樋口直宏先生の分野の先生で，

教育機器センターの運営にご尽力なされた先生

です。その渡透光雄先生が，開設前からご準備

されていて，センターを離れられる直前まで中

心になって運営されていましたので，センター

が成り立ってきたと思っています。

教育機器センターは1975年から2003年まで置

かれましたが， 2004年に改組になりまして，学

術情報メディアセンターというふうに名称が変

わりました。教職員の構成変更も行われました。

そこで教育機器センターでどのような活動がな

されてきたか，私個人で見直しをしたいという

のが話題とする動機です。

教育機器センターのE的

教育機器センターの呂的が「規良リJ~こ書いて

ありまして，それを読みますと「各種教育機器

を総合的に管理し，教育の用に供するともに，

その活用に関し助言し，及び教材ソフトウェア

の開発，製作等を行い，もって本学における教

育方法の改善及び向上に寄与することを目的と

するJというものでした。

細かくなりますが， 1985年頃のパンフレット

に組織図があります。運営委員会が15人くらい

で当時は構成されていまして，実働といいます

か事業をしていた人達は，ここには6部門と書

いてありますが，センター長と，多い時で，教

員が3人，事務職の方が3人，技術職の方が6

人というところです。ですので，それほど大き

な組織を持っていたというわけではありませんO

EMC運営組織

上から}II真に，事務部門と光学部門と続きます。

部門はメディアの作り方によって分けていたよ

うに思います。光学部門，オプティックスとい

うのは光の学問ですけれども， 16ミリ映写機と

かそういったものがこれに当たります。スライ

ドを作るであるとかもこれにあたります。ビデ

オ・オーデイオは 実際の部門としては一緒に

なっていたのですが，組織図上はそれぞれビデ

オ部門とオーデイオ部門とあります。あとコン

ピュータの教育利用を行う CAI部門，それから

学内の!羽田路テレビ ClosedCircuit Television 

のCCTV部門です。

数枚ずつ写真をパンフレットからお借りして

お見せします。

(以下，写真とともに)

これは事務部門の受付のところが写っていま

す。事務処理をしてくださいます。機器の管理

をしたりとか利用者の利用料金を徴収したりと

か，運営委員会の準備ですとか，そういったこ

とを担当してくださいます。

それから，光学部門。この当時はスライドな

んかが全盛です。写真が3枚ありますが左側の

下の段にあるのはインスタントにスライドが作

れる機械で、すO ステージのところに原稿を置き

まして，ボタンを押すと l分くらいで白黒とか

カラーのスライドを作ることができた装置です。

右側はカラーコピーです。今はカラーコピーは

どんな事務室でも配置されていますが，この当

時はカラーコピーの写真式のものがあったので，

それを導入して，カラーコピーのサービスをし

ました。これは液体による現像一定着-洗浄の

プロセスがこの機械の下で動くようなものでし

た。ほかにも16mm映写機の貸し出しであるとか，

そういうこともしていました。

こちらはビデオ部門です。古い設備ですけれ

ども，右上はスタジオを上の窓、に望んでいる写

真です。手前は機械の置いである調整室です。

今もこの空間は残されていると開いています。

下の写真の左側にはピデオ編集機があります。

今はビデオ編集をコンビュータ l台でできます

けれども，この当時の編集機は，ピデオテープ

からビデオテープにダビングをしていくのが基

本です。ソース側の，つまり原稿側のテープを

2本連動させて屈すと 2つ映像が発生するわ

けです。その間に特殊効果を噛ませて 1本自

の画面のある位置に 2本自の映像を写すとい

うような形の画面構成をして記録版の，つまり

作品側のビデオテープにコピーを作るのが基本

の機能です。そのようなタイプのビデオ編集機

が左側に写っています。

これはオーデイオ・ビデオ部門ですが，視聴

覚教材を作るときに音声はとても重要で，クリ

アな音声を収録しようということでこの部門が

あったと患います。下に写っている写真の右側
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がオーデイオのラックです。左側はビデオのダ

ピングラックです。この当時，オープンワール

のVTRであるとか， Uマチックの VTRが使わ

れ，間にマトリックススイッチャという切り替

え装霞を入れます。入力側から出力側に，ボタ

ンを押しますと，この機械の関で信号が通じる

というようなスイッチです。

これはコンピュータ教育の部屋です。学術情

報処理センターというコンピュータを専門に扱

う部署もありますので，すこし事業が重複して

いたように思います。しかし後でご紹介するよ

うに，初期には教育学の先生方が，何度もこち

らを使ってくださり，それなりに活動していた

と思います。

これは鶴田路テレビです。当時は中継車も持

っておりました。この右下はたぶん!日・第2学

群の教室だろうと思います。?度透光雄先生が

UTV教育ということで推進されたものの靖景写

真であろうと思います。この上のあたりは取材

をしている様子です。その左のこちらは放送を

送り出す部屋です。

教室教膏機器に関する課題

これは今の自分の課題意識ですが，今も教室

の教育機器整備には課題があると思っています。

機械が古かったり，性能が低かったり，部屋の

仕様がまちまちになっていたり，専門の人を，

ここで専門というのはオーデイオ・ビジュアル

のテクニカルのところでという意味ですが，こ

の専門の人を通さない形で 業者の方に頼まれ

たりしているO この形では，整備もままならな

いのではないか，教育活動の生産性をあげられ

ない状況にあるのではないかと思います。

自分が寄与してこられなかったことも lつの

原因であろうと思います。一方で，もちろん事

務室の方とか教員が，とても尽力され，寄与さ

れているとも思います。私は，メディア部門に

いて内容を知っていましたので，教育機器をよ

く利用させていただきました。そこで，印刷物

ではないメディアを利用したい方には，教育機

器センターが役立つと思います。自分の個人的

な意見としては，そういう技能を持った職員へ

の業務割当てが適切とは言えなく，長期的に見

れば経費の無駄を発生させているのではないか

と，そういう感想、も持っています。

教室教育機器の比較

筑波大のある教室と，たまたま非常勤で、授業

させていただくことができた都内の大学の同じ

ような規模の教室の比較をしました。 A私立大
学の方が規模は小さい部屋です。ですが， A私
立大学の方がたくさんの機能を持った設備が置

かれています。

マイクの機能は基本的に同じです。プロジェ

クタの形態も向じです。パソコンの音声が入る

か入らないかというのは ときどき気になるこ

とがあります。つまり パソコンで音の出るソ

フトを動かした時，それが信号として教室の音

声系に入らないといけないのですけれども，そ

れがないというのが時々あります。そういう意

味

では両教室ともあります。教育機器としては，

DVDとVHS，OHPもあるのですが，現在，
OHPもあまり使われなくなって置いであるだけ'
ということもあると思います。書面カメラが，

A大学には置いであるのですが，ちょっと教科

書の一部を拡大して見せるときに使利です。筑

波大学には，たまたまないということです。ま

たスライドも，光でi直接投影するタイプではな

く，ビデオ信号に変換するタイプのスライドプ

ロジェクタが入っているということです。そう

はいってもスライドをいつもイ吏うかというとそ

んなことはないだろうなと思います。それから，

A私立大学の方は操作の説明がよくできていま

す。「何かトラブルがあったときに連絡をしてく

ださいjといった類のことも含めて十何枚にわ

たる詳細な説明書があって よくできているな

と思いました。

キャンパス・メディアおよび情報システムの関係

オルブライト(Albright，M.].)という方の論

文を紹介します。「高等教育が情報技術の採用と

共に効率化への関心から技術関連のサービス部

門の合併を急ぐことに伴い，多くのきわめて重

要な教授技術サービスが削減され発展の機会が

全く無くなり，その結果大学や総合大学がアカ

デミックなプログラムを改善するいくつかの大
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きな機会を失うことを，私は大変に心配してい

るJとのことです。こういうことが起こると留
るなと思います。

オルブライト氏は教授工学センターが担って

きた機能を 7つ挙げています。スライドの(fl)

から(f7)という記号は，私が付けたものです。

(fl)教授開発， (f2)学習リソース， (f3)教室工

学，それから， (f4)メディア開発， (f5)教授遠

隔通信， (筋)アカデミックコンピューティング，

(f7)研ー究・評価というものです。それぞれの例

をスライド右側に書いてあります。このカテゴ

リーが立てられた際，どのような内容が含まれ

ていたかを推察していただきたいと思います。

オルブライト氏の 7つの分類からは教授工学セ

ンターが関係した教育の側面を観ていくことが

できるかと思います。

教育機器センターの手がけてきた仕事が年次

報告書に出ております。筑波大学は一年に一冊

ずつ年次報告書ーというものを刊行しておられま

した。その中に教育機器センターの活動も lペ

ージあるいは 2ページの紙幅で記録として書い

てきたのですが，その中の業務項目を，オjレプ

ライト氏の 7領域に分類してみました。

(以下，分類対応のスライドとともに)

学習リソース分類中にあるテレビ標準方式変

換というのはあとで写真をお見せします。カラ

ーテレビとして，今のハイビジョンの時代では

なくそれ以前に， NTSCというアメリカからき
た方式が日本で使われるようになりました。そ

の同時期に世界各国で使われるようになったカ

ラーテレビの方式が， NTSCと PALと
SECAMの3種類です。つまり，同じ VHSの
パッケージ型であっても方式が違う留で使って

いるテーフ。を持ってくると 映せないというこ

とになります。そこで 信号の変換をしてビデ

オテープにコピーする設備がセンターに入って

いました。今も入っていると思います。

それからセンタ一利用案内。こちらはあとで

ちょっと写真をお見せし，ご紹介させていただ

きたいと思いますが，波透光雄先生が整備され

たものだと思います。

それから教室工学。初期 5年間くらいは大変

大きな予算が使われて，全学に16mm映写機や書

画カメラに相当するもの 他にも色々と整備が

行われました。また，ワイヤレスマイクも整備

されました。ワイヤレスマイクのチャンネル配

置の学内諦整ということがあります。今私は，

このワイヤレスマイクにチャンネルを lつお{昔

りして使わせていただいているのですけれども，

一般的に，近いところで向じチャンネルを使い

ますと混信が起こります。そこで，隣接した教

室では違うチャンネルを使うという配置を教室

ごとに決める，という業務を教育機器センター

のピデオ担当の方がなさっていました。これは

些細なことのように思えますが，大変大きなこ

とです。つまり，今は学内の教育機器の整備に

メディア部門がかかわっていないと思うのです

が，でも，このチャンネル配置はまだ生きてい

るのです。そういう意味で 意味のある仕事だ

ったと思います。

メディア開発については 色々実験的にやり

ました。渡透先生も OHP利用アニメーション
等を研究されました。ワイヤレス反応分析装置

は，第2代センター長の栗山克美先生が，反花、

分析装置をワイヤレスにしてみようという趣旨

で開発をなさったものです。

ビデオ制作の専門の方がいらっしゃいまして，

学内テレビの事業がなくなってから，ピデオ寄り

作とか，学内のピデオ中継を進めておられまし

た。これらも特筆すべき事業だと思います。学

内行事のビデオ中継に関しては，大学会館の講

堂で入学式をするとしますと，ご家族の方々は

その部屋に入れないので ホールの方に中継を

していました。それはカメラ lつ置いて信号を

通じれば一応、できるのですが，このチームの中

継は 2カメラの中継というので，カメラを 2台

使い，映像制作と似た技術で中継していました。

私も専門でないながら 素晴らしい仕事だなと

思いました。たとえば他の大学の卒業式などに

行ったときに， 1カメラで記録を行っているの

を見ました。ですから こちらの大学の中継の

事業は重要だと思います。

これは教室の設備のマニュアルを紹介してい

るスライドです。こういう教育機器の利用手順
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の何百ページものマニュアルがパインダーで綴

じられていました。今となっては，こういうも

のはありません。スライドプロジェクタの取り

出し方といったものがここに書かれています。

これは先程申し上げたテレビ標準方式変換の

装置の写真です。方式変換のユニット自体はラ

ックの中央部分ですね。この装置に入力した映

像を違う方式の映像として出力するといった機

能があります。上部のものは，入力・出力側の

メディアプレーヤー・レコーダーです。こうい

った機械が設置されています。

これは，業務項呂をオルブライト氏の(f5)， 

(f6) ， (f7)の 3つに対応させてみたところです。

(f5)教授遠隔通信ということでは，学内テレビ

がUniversityof Tsukuba Television (UTV) と

いう名前で呼ばれていました。そのあとしばら

くして，スペース・コラボ、レーション・システ

ムという，文部科学省が実施した大学関の授業

交換テレピ会議システムが導入され，その技術

面については教育機器センターで担当していま

した。

(f6)アカデミックコンピューテイングでは，

コンピュータセンターとメディアが重なるので

初期だけだと思いますが，コンピュータ上で行

える統計学の教材を作ったりとか，教職教育の

教材を作ったりとかしました。私が教育学系の

方で所属させていただくことができた分野の教

育方法学研究室と教育工学研究室が積極的に協

働してくださいましたO 教育基本法のプログラ

ムだとか，教育自標のプログラムだとか，そう

いうのを作られていました。

ICAI教職プログラム 教育自標j

渡透先生の教育呂標のプログラムをご紹介す

るのは借越なのですが，渡透先生の素晴らしい

お仕事を是非紹介させていただきたいと患いま

して，ここで紹介できるように準備してまいり

ました。

(以下， ICAI教職プログラム 教育自標jとと

もに)

画面に事情が書いてあるのですが，渡透先生

は1981年頃にこの教材を作られました。その当

時私はCAIの担当だったのですけれども，これ

を当時のコンピュータに載せることができなか

ったので，申し訳ないと思っていました。今大

学院に進学してくださっている小嶋さんと，上

山さんという学生さんが学類3年生の時に，教

育工学演習という授業を私が担当した時にこう

して一緒に勉強してくださいまして，実習の中

で，場面の進行を Flashというプログラムでで

きるようにしてくれました。そういうことで，

今パソコンで表示できます。

画面そのものは渡遜先生がお警きになった原

稿をスキャンしてイメージとして表示しである

のですが，この「すすむjと書いてあるところ

がアイコンになるようにプログラミングされて

います。

これはプログラム教授法の形で制作されてい

ます。

f学校教育は，文化遺産を若い世代に伝えるこ

とに重点をおくjこれが， r学校教育のiヨ擦を表
したものJなのか「学校教育の説明を行ったも
のjなのか。ラジオボタンを小Iq¥もさん方がつけ

てくださったのですけれども， 11ヨ擦を表したも
のjだと選択しますと(ブブーというブザー音)

音がなります。今の音は間違ったという KR情

報で、すね。この KR情報をつけ'てくれたのは小

嶋さんと上山さんのクリエイテイブなところで，

私はコンピュータ教育の KR情報を音で出すな

んて思ってもいなかったので， 1よく出来まし
たJとか「間違っていますjとか，そういうメ
ッセージを出すようにということばかり思って

いたので，素晴らしいアイデイアだと思います。

次に「教育は，人間の創造性を高めることを

自的とするjこの解答を選択肢2番としてみる

と，(ピンポーンという電子音)これはあってい

るというのですね。渡透先生はこういうプログ

ラムのステージをいくつか作られているので，

最初のところくらいしかご紹介できないのです

けれども，ここでは「目標を正確に表すには条

件を付け加えるjという主題でプログラムを作

っておられます。教!被教育用だ、ったので，こう

いう題材にされたと思います。

「教科書の中からある単元教材が与えられたな
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らば，教育実習生は少なくとも l時限分の指導

案を作らなければならないjここで，最終的な

学習行動の条件を表しているのはどの部分です

か，という問題なのですが，解答を 2番として

みると，これは(ブブーというブザー音)間違

いで，説明があって，また前のところに戻るの

ですね。これだけで観ても ブランチ式を使っ

たプログラムではなくて，リニアなものだとい

うことが分かります。とても素晴らしい教材だ

と思います。

これで渡透先生の教材のご紹介を終わりたい

と思います。

(f7)研究・評価のところに， r教育メディアシ
ステム・教材開発研究jという言葉が書いてあ

ります。これは，科研費を取ったりしてセンタ

ー長が代表をつとめられて 3年とか l年とか

研究するわけですが，その後の機械の利用は，

多くは業務とかサービス用に提供されました。

もともと大きな科研費を取るというのは当該研

究分野でもなかなか難しいことで，それを取っ

て，ご自分の本来の研究をなさるところを，研

究分野の競争のために研究されるのでなく，セ

ンターの業務の進行を見据えて研究アクティピ

ティーを提イ共されたことがとても偉いことだと

思います。

研究・評価に書き加えたのですが，国立大学

教育実践研究関連センター協議会というものが

あり，東京学芸大学に事務局がありました。国

立大学の教育学部の中で，当初は教育工学セン

ターといっていました。それは1970年代くらい

ですが，それから，生徒指導・生活指導のご専

門の方が増えたり，教育実践の部門が増えたり，

だんだんセンターの規模も大きくなったような

のです。教育機器センターには教職教育の機能

はフォーマルにはなかったわけですので，これ

に参加するのはある意味の筋違いだったと思う

のですが，メディアの面で共通するということ

で，これにず、っと参加してきました。

そういう事情でしたので、パッシブな参加だっ

たのですが，個人的には勉強になりました。い

ろいろ紀要類も頂戴しまして，それで，本日の

配布資料のところに書いてございますけれども，

メディアセンターを離れるときに，これを活用

したいということで附属図書館に相談申し上げ，

一部の寄贈を受け付けていただきました。

これは保健管理センターの南側に立っていた

スペース・コラボレーション・システムscsの
ためのアンテナの写真です。全国の!日・国立大

学とか国立研究機関に150くらいの局があった

のですけれども，それらの簡でテレビ会議を行

うことができたシステムです。そのサービスを

教育機器センターがやっていて，そのアンテナ

がこの写真だというわけです。

ここで教育機器センターの部分のまとめをし

てみたいと患います。まとめといいましでも，

もともと前提と考えていたことの繰り返しだと

思うので恐縮なのですが教育機器センターの

主要な仕事は何だったかというと，学習リソー

スとか教室工学，メディア開発とか教授遠隔通

信だったのであろうと，まとめました。今後，

教員・学生の必要性に基づき，大学本部，メデ

ィア部門，学務，施設等が共関して，中期的展

望のもとに，担当者の専門性を生かして，教育

機器設備の更新を行う必要があるだろうと主張

しました。予算もつけていただく必要があるだ

ろうと思います。正確に知らないのですが，予

算は色々とついていると患います。ただ，教育

機器の専門家が担当・助言しないといけないか

なと私は思っていまして，視聴覚メディアとか

教育機器専門の部門があったほうがいいだろう

というのが私の意見です。

(2)教育メディア及びコンビュータの教育利用

2番目のテーマは， r教育メディア及びコンピ
ュータの教育利用jです。

プロジェクト研究のうち，参加させていただ

いたものの6偲を，①開発事例の教材内容と教

育メディア利用の位置づけ，②教育メディアシ

ステムの内容・構成，③教育メディアシステム

の実際的利用条件の 3つの視点で，整理してみ

たものです。取り上げたもの以外にもたくさん

の重要なプロジェクトがあって，今回，i度透先

生が代表を務められたプロジェクトは入ってい

ませんが，これはたまたまで，そちらのほうも
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大変重要なプロジェクトだと思っています。

プ口ジェクト研究への参加

l番呂はどういう内容だったかというと，留

学生センターの先生方と，メディアシステムを

作って，留学生用の教材をそれにのせて，利用

してもらおうという内容だ、ったと思っています。

2番百は教員偲人として参加したのですが，外

国語センターでとてもたくさんの学生さんが語

学のテストを受けますので，できるだけ項自が

少なくて成績評価が確実に行われるテスト方法

というのを大友賢二先生が研究されていました。

私の手伝ったところは具体的なところで，カー

ドリーダーからパソコンにデータを入力すると

か，入力したデータに基本的な処理をして，た

とえば、SPSSにかけられるようなデ〉ータファイ

ルにするとか，そういった道具的なことなので

す。 3番呂は，島開E先生が外国語センター長

をなさったのですが，学力診断情報を提示する

方法を開発しようというので，コンピュータ関

連で協力しました。 4番目と 5番目は佐々木俊

介先生が内容を作られたものです。佐々木俊介

先生は，教育学系でご研究されるとともに，教

職課程のことに本当にご尽力された先生だと患

っております。とても丁寧な評値問題を作って

おられて，それをコンビュータで見られるよう

にしようということでした。 6番呂は留学生向

けの呂本語教育です。専門家向けの日本語教育

ということでした。

(以下，各種報告書，論文等の紙面とともに)

これは留学生日本語学習用教材とその提示シ

ステムの写真なのですが，現在で、はパソコン 1

台でできるようなことを，当時このようなシス

テムを構成して行っていたという例です。この

機械のリストを次のページに書いていますが，

ここで光動画ディスクファイルというものがあ

ります。自分で記録できる光ディスクの装置で，

今では， DVDとか CDとか自分でどんどん好

きなように利用できますが，リストのこれは技

術開発途上の時代のものなのです。このディス

クの上に音声・データを記録しようというのが，

ハード面を担当した方の呂標だ、ったと思います。

次に VTRとあります。これらは，当時の専門

的なものですが，こういう装置が後にオーデイ

オやビデオや CCTV用設備になったものがある

だろうと思います。

これは自本語教育の教材内容です。当時，留

学生センターに大坪一夫先生がいらっしゃいま

して，大坪先生のリーダーシップで，教材が作

られました。これは本震で翼い物をする場面の

日本語会話を勉強するというものです。

スライドには，会話文と文法の対応するもの

がみえます。寄り作技術の方でも絵コンテのよう

なものを作って学習する会話の場面を構成して

いました。

これは2つ自の研究に相当するのですが，論

文の一部をクローズアップさせていただいて写

したものです。「より適切に学生の英語能力を測

定するように現行のテストを改訂.することjが

自的でした。私が手伝った部分はマークカード

リーダーからデータを読み込んで，パソコンの

中に入れて，そこに基本的な処理をして，答え

合わせをしたり，下位テストの部分に分けたり

して，項目分析するとか，信頼度係数を計算す

るとか，そういったことをします。次はデータ

ファイルの例です。 ABCファイルと寵ごかれた上

部の2行は，カード上の正解のマークの位置で

す。それがABCという記号で表されています。

それに続く各々 2行がセットになって，各学生

の答えたものが表示されています。こういう形

のコンゼュータファイルになると，あとの処理

が，コンピュータの上でできます。このプログ

ラムについて言うと この後何年間かは外国語

センターの実際の成績処理に利用されたので，

そういう意味では効果を生んだ中の lつです。

表示中の例の下部にある 1，0は，ある学生さん

が 1番目 2番目等の問題に正答だったか，誤

答だったかを 1，0で表している表です。さらに

相関のファイルなどがありますがこちらは説愛

させていただきます。

次は教育学の佐々木俊介先生が作られた教職

教養演習の問題です。これを拝見しますと，綴

密な評価問題であり 問題を解いてどこを間違

ったかを勉強するだけでもとても理解の進むよ
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うな素晴らしい問題が作られていると患います。

佐々木先生の作られた問題は，現在，目次 lペ

ージだけを表示してお見せしているのですが，

全体では3ページほどに渡っていて，膨大なお

仕事をされていたのが分かります。

それをコンピュータに載せる時のプログラム

構成図がこれです。 1番下に「知子の情報jと

いうのが書いてありますが，これはデータベー

スソフトの名前です。先生が使っていらっしゃ

ったので，プログラムを構成する際にそれを基

本に考えました。今見えている図が，問題を作

るなど教員側のデータベースで，下側が学習者，

つまり教職課程を受ける学生が触れる部分です。

2番目のテーマについてまとめます。教育メ

ディアシステムの開発には， ICTとかメディア

技術が必要です。教材制作技術も必要です。各

教育領域の活動は，例えば外国語教育であると

か教職課程の教育であるとか，とても幅広く多

様です。教育メディアを使うとしても利用はそ

の一部であると実感しました。実際的に使うに

は，安定していて長期的に利用できるシステム

の開発が必要です。メディアシステムの開発と

実際的な利用というのは，連絡が必要であるの

ですけれども，それぞれ自律的に動ける共同体

制が必要ではないかと思います。システム開発

後は，各教育領域に運用を任せるのが良いだろ

う，内容の専門家，メディアシステム開発・制

作技術者それぞれが成果を享受できるようにす

るのがいいだろう，内容作成者や制作技術者の

著作権処理の必要性があるだろうとそれぞれ思

いました。また，教材原本を持つ必要があり，

著作権を持っている方の著作物を預かることに

なるので，事業内容や専門職の職務内容などを

組織的に位量づける必要があるのではないだろ

うかと思います。それでよいものができれば，

大学による発信の手がかりとなるのではないか

と思います。

遠隔教育実験

「教育学大学錠時士課程の研究指導における遠

隔教育の効果と課題Jは教育学研究科が1999年

から2001年くらいに実施された実験です。その

中で技術係を主にした経験を分析してみました。

ここで補足しますが el-Netは当時進められ

ていた文部科学省産営のデジタル放送だ、ったと

思います。 el-Netは全庖各地に2，000箇所くら

い受信設備がありまして 発信をできる放送局

が文部科学省とか博物館であるとか各県の教育

センターとかでした。県によっては高等学校全

部につけたということも開いたことがあるので

すが，全国で2，000箆所くらいのところで受信が

できたと思います。

どのような事業がなされていたかというと，

r el-Netオープンカレッジjといって，集まら
なくても放送で参加できるような公開講座が関

かれました。加えて「子ども放送局jとか，そ

ういうものがあったと開いています。つまり，

子どもが放送番組を作って放送し，それを違う

地域の子どもが観て，協働し，勉強が進むとい

うことでした。本実験では それを高度化しよ

うということで取り組みがなされたのだと患い

ます。研究指導ということもあり，セミナーの

形態で院生の方が発表なさって，受講生の方・

チューター・教員が討論したというようなもの

でした。

遠隔教育についていうと，教育機器センター

でも色々実験されています。鳴門教育大学と大

阪大学と筑波大学で，衛星通信を使った遠隔教

育実験をしたこともあります。 SCSを使って，

さきほど申し上げました教育実践研究関連セン

ター協議会の関係者が「遠隔共同講義jを実施

していて，私も受講側として参加した経験があ

ります。

ここに渡凌先生が代表でなさったときの遠隅

教育実験のシステム構成図を映してみましたO

図の一部はもともと SCS室に整備されている

機械でした。受信に関する部分は，県の生涯学

習センターであるとか，そういうところに el-

Netの受信施設がありました。そういう施設に

受講生の方に来ていただいて，遠隔教室という

ことでやっていました。その当時，インターネ

ットのテレビ会議サーバーのようなものがちょ

うど技術的に可能になった時期だと思うのです

が，それを使いました。その情景写真です。授

業の様子を中継しているわけです。
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遠稿教育実験に関するまとめです。これはも

う今となっては当たり前の機能だと思いますけ

れども，研究発表をするようなことに使うので，

秘密が守れるネットワークでないといけません。

話している人がどんな表情で話しているのかが

分かる方がいいと患います。音が締獲に通るの

は非常に重要なことで，酉像が見えなくても音

声が通ればコミュニケーション出来ます。これ

はコンピュータ・ネットワークの専門家の方も

よく話しています。次に，画像を共有する O こ

れはたとえば，数学教育の授業をなさったとき

に，板書したものが映るというのが，どうして

も必要でした。そして，こういう設備を運営す

るのはとても経費がかかるので，大学全体とし

て支援をすることが重要だろうと思います。

人間LANの管理・運営

私はこれまで人間 LAN(部局のコンピュータ

ネットワーク)の運営に参加していました。メ

ールとかウェブとかに使うコンピュータ， DNS 

サーバー，それから，不ツトワークのハードそ

のものを担当していました。近年，学術情報メ

ディアセンターが有償のレンタルサーバーを提

供されましたので，人間 LANもその貸与を受

けました。技術的には情報処理部門がサーバー

技術を担当する形に戻ってきたと患います。

これは初期のコンピュータ・ネットワークの

配線設備構成図です。この当時，使い勝手がい

いのでアップル社のフォーンネットを使ってい

ました。これはその当時のコンピュータの機種

とか，容量といったことが書いてあるのですが，

メモリが4MB，ハードディスクでも 1GBに至

らない容量で，これでメールとかウェブとかや

っていました。この当時に， ドメイン名として

ningen.h uman. tsulωba.ac.jpを使うようになっ

たのが，今に繋がってきていると思います。

まとめとしての主張です。 1番自は， r教育関
係者Jをどう取っていただくか難しいのですけ
れども，教育関係者は教育機能の一部を実現す

る情報処理・視聴覚メディア技術部門，技術職

員職務について理解が必要だろうと思います。

これは教育機器センターの経験というところで

も，とても強く思っています。 2番自は，メデ

イア関係者は，内容には直接関われないのです

けれども，たくさんの事例に関与できるので，

教育方法の一部としての効果的・実際的な教育

メディア利用を主題とすることができると患い

ます。 3番自はメディアやシステムの設置-運

営は大学全体として行った方がよいということ

です。ですが，機械を置いたから上手くいくと

いうことはないでしょう O

(3)物理教育の経験

次は3番目です。

ボルダ振り子

これは，振り子の実験を大学の授業でやって

おら~L-まして，そこにコンピュータを但!って，

効果を調べた，といったものです。そのために，

コンピュータから読み取れる時計を作りました。

それから，比較的上手く周期が測れたので， ~振

り子の居期の特徴的なばらつきを分析してみま

した。

これは，論文の表をスキャンしたものです。

単振り子なので，支えからヒモでおもりを吊る

しであるというだけの仕組みです。おもりは，

直径40mmで， 300gくらいの金属の球です。それ

を太さがO.3nmlからO.5mmくらいのピアノ線で吊

り下げています。針金ですから，置くと湾出し

ているのが分かります。おもりを吊り下げても

ピアノ線が藍線にならなくて，湾曲が少し残っ

た状態で吊り下がります。それが振り子の周期

のばらつきの原因だったのです。

この少し難しい式から，重力加速度は，振り

子の周期を実験的に溺って，吊るしているとモ

と球の半径を足した振り子の長さを測って，そ

れらの値が分かれば，計算できるという実験で

す。 測った結果，長さ 1mくらいの振り子で，

振り子の周期は lミリ秒くらいの乱れがありま

す。こういうところに関心を持ったわけで、すね。

この図は，デジタルタイマーとノTソコンの関

係です。振り子が振れていて，振り子が光の中

を通過します。電子回路で，光を発光させて，

発光させた光を受けています。振り子のヒモが

通過することによって光に変化が生ずるので，

それを電気的に増幅して，振り子が通ったのだ
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という信号が入ってくるのです。すると，その

タイミングをタイマーが記録します。これはコ

ンピュータと別に動作していて，正確な測定が

できるのですが，それをコンピュータが読み取

るという仕組みです。それでこれがタイマーの

回路図です。 10進数で4桁くらいまで扱えるカ

ウンターを 2つ使っています。振り子が通過し

たという信号が受信機から入ってきますが，こ

の部分がコンピュータから読み取る方のインタ

ーフェイスです。ほかは周辺のインターフェイ

ス ICといった電子回路ですが，このようなも

のを作った結果，振り子の周期が正確に測定で

きました。

これを学生実験で、使ってもらい「どのように

動作しているかはブラックボックス的である O

機械任せの実験というJ惑があったjというネガ

テイブな感想， Iこのように応用しているのをみ
ると，改めて，コンピュータの意義というもの

を実感したjという感想を得て，作った意義を

!惑じました。

振り子の周期のばらつきですが，プロットを

見ると何か寄妙な系統性があるように思えます。

それを，どういう仕組みかと考えてみましたO

そうしたら，振り子が1つの鉛直面内を振れる

のが単振り子なのですが，ゼアノ線ですから，

重たいものを鉛直に吊るしておいて少し捻って

放してやると，振り子が振れながら捻れるので

す。「ねじれ振り子jという振り子なのです。こ

れが重なっていました。それから，振らせると

きに，球と吊りヒモの接点を軸に首振りをする

運動もあります。垂直方向の小振動が重なって

軌跡が楕円形になる運動もあります。

パートン振り子

これはまた別の振り子です。これは「ナフィ

ールド物理jの引用なのですけれども，水平に

張ったとモに，重たい振り子と，ヒモの長さの

異なる複数の軽い振り子をつけ，重たい振り子

を振らせる実験です。重たい振り子を揺らせる

と， I可じくらいのヒモの長さの軽い振り子だけ

だんだん大きく揺れます。これを強制振動とい

います。

これをコンピュータ・ネットワークで学習し

てもらうようなものを作ろうと渡透先生の研究

の中で取り組ませていただきましたO このスラ

イドはコンピュータの蕗面に表示したところで

すが，コンピュータ上でこのまま見ることが可

能です。重たい振り子と軽い振り子なのですが，

そこに，コンピュータのモデル計算をしたのが

この図です。振動がだんだん大きくなって，そ

れから，少しうねりがあって，それが継続しま

す。比較的ヒモの長さが近い振り子がこういう

振動をするのですが，そうではない軽い振り子

は振れないというような実験ですね。

低温物理

私が学生だった頃に，低温物理学の講座に楢

原良正先生という方がいらっしゃいました。そ

の先生が，低温物理学の実験をピデオにしたい

と計画され，当時私は，教育機器センターに勤

めておりましたので，ご協力させていただきま

した。それでイ乍ったビデオが「低温てなんだ?J

というタイトルです。低温物理学者が，実験装

置を使用して実験を演示しつつ説明を行うのが

主な内容です。実際に観てみたいと患います。

(ビデオ「低温てなんだ?J視聴)

「筑波大学プログラムの著作権等取扱規程に係

る譲渡申出jというものを大学は受け付けてい

らっしゃるということで，これを申請してみま

した。昨Bちょうどお返事をいただきまして，

筑波大学の権科にはしない方針となったとのこ

とでした。これは，つまり，大学の設備を使っ

て作った映像ですけれども 教員個人で著作権

を持っているということでいいとのことです。

こういうのが，大学発信のヒントになるのだろ

うと患います。

それで，ビデオを児童生徒，学校の教員に観

ていただきまして，書いていただいた感想を分

類して分析してみました。その中で教育学の方

に関心が深いだろうと思ったところだけ，考察

例で抜き書きしました。内容を書いてくださっ

ているのと一緒に， I情意jや「間いjを表す記
述があったので，彼らは知識を得ると驚きだと

か向いが出るのだろうかと患います。「内容Jに
続いて「演示jや「実験Jを希望する記述が多
いので，映像の視聴から産接体験を意欲するの
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ではないかということを考察しました。

これは，教科「情報JでGISや専門的な情報
処理を，これらはともに重要なことだろうと思

うのですが，そういうものも取り上げてはどう

かということを考察したのですが，これは，文

献を読ませていただいて考えただけです。

ボルダ振り子，パートン振り子，低温物理な

どに取り組んできました。物理教材開発が「物

理教育JI科学教育研究j誌に載ったというのが
lつの成果です。これは， 20歳代に，物理学の

専門で勉強する機会を頂いたことで可能となっ

たものと思います。若いi時の知識と経験がその

後の課題解決に大きく影響するのではないかと，

私の経験から申し上げたいと思いました。教育

研究に携わる場合には，教科教育の専門性を持

つことも役立つのではないかと思います。

まとめ

以上3つをまとめます。繰り返しになるので

すが，プリントにもまとめであります。教育機

器の整備や更新を専門的にすすめる必要がある

のではないだろうか。それから，教育メディア

の専門家は，効果的・実際的な教育メディア利

用を主題とすることが出来るだろう O 若い時期

に身につける専門知識及び技能は，その後の課

題解決に大きく影響すると思うので大切にした

方がいいだろう O ということです。

それでは，もう一度，楢原先生のビデオの最

後の部分をご覧に入れます。

(鉛と消しゴムで出来た“鳴らないはず"のベ

ルが，液体窒素に冷やされたことで鳴り，終業

を知らせる)

最後，もう少しだけ失礼してO

スライドに「好きなことやらにやjと書いて

あります。私事になるのですが，怠の父は東京

高等師範で数学を勉強させていただきまして，

高校の教師をず、っとしておりました。その父が，

人間好きなことを出来る場合には，そっちに進

むのがいいだろうという意味で、言っておりまし

た。スライドには「進路指導jと書かせていた

だきましたが，皆様方の f指導jをしようとい

う気持ちは全く無くて，これに私は賛成ですと

いうことを申し上げているだけです。

スライド内に搭かれているのは，私の母の水

彩画です。母は，家業をし， 8人の子どもを育

てたのですが，その間に，絵を描いていたので

す。今考えると立派だったなと患います。

では，どうもご清聴ありがとうございました。
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